
｢
復
興
実
り
の
年｣

へ

｢
復
興
実
り
の
年｣

へ

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
で
あ
る「
第
５
次

塩
竈
市
長
期
総
合
計
画
」で
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
が
著
し
い
本
市
の
現
状
か
ら
、｢

子
ど

も｣｢

子
育
て｣｢

若
者｣

世
代
の
定
住
を
図
る
た

め
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
や
学
校
教
育
の
充
実
、

産
業
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用

創
出
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
復
興
の
道
筋
を
示
す｢

塩
竈
市
震
災

復
興
計
画｣

で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
暮
ら

し
を
支
え
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
ソ
フ
ト
事
業

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
多
く
の
方
か
ら｢

い
つ
ま
で
も
住
み
た
い｣｢

住
ん
で

み
た
い｣

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、｢

人
口
減
少
対
策｣

と｢

ま
ち
の
活
力
再
生｣

に
向
け
た
施
策
を
重
点
化
し
、｢

定
住
促
進｣

の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
本
市
の
復
興
達
成
に
向
け
た｢

総

仕
上
げ｣

に
向
か
う
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
づ
け
、
復
興
事
業
を
一
つ
ひ

と
つ
確
実
に
進
ち
ょ
く
さ
せ
な
が
ら
、
本
市
に
咲
か
せ
た
復
興
の
花
に
実

を
結
ば
せ
て
い
く｢

復
興
実
り
の
年｣

と
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
本
年
度
の
主
要
事
業
と
予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

す
し
麿

平
成
29
年
度 

主
要
事
業
と
予
算
概
要

★印は新規事業
(単位：万円)

災害公営住宅の共同施設や周辺道路などの環境整備と
移転費用の助成、被災者の生活の安定と再建を支援
　災害公営住宅整備事業 15,600
　災害公営住宅等入居者支援事業 　2,200
災害公営住宅に入居する高齢者や地域住民の健康づく
りのため、健康教室やサロンを開催
★脳と身体の健康づくり事業 1,000
震災復興市街地再開発事業による子育て支援施設の整備
★海岸通子育て支援施設整備事業 1,188

浸水対策、土地区画整理事業などによる災害に強いま
ちづくりを推進
　港町地区復興道路整備事業 16,340
　北浜地区被災市街地復興土地区画整理事業 　46,370
　藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業 15,800
　越の浦地区下水道整備事業 101,286

高度衛生管理の新魚市場の整備など水産業の復興を支援
　高度衛生管理型荷さばき所整備事業 5,400
中心市街地の活性化のための再開発事業の推進
　海岸通地区震災復興市街地再開発事業 64,660
震災後の観光振興に向けた新たな方向性を示す
｢観光振興ビジョン｣を策定
★塩竈市観光振興ビジョン策定事業 1,950

住まいと暮らしの再建１

安全な地域づくり２

産業･経済の復興３

保育所・学校の給食食材や水産物の放射能測定検査に
よる安全安心な食の確保
　給食食材放射能測定事業(保育所･学校食材)    90
　水産物の放射性物質検査等委託事業 550
市内各所の放射能測定を実施し、市民生活の安心を確保
　放射能測定事業(空間線量) 163

災害危険区域の高台移転の促進と良好な居住環境の整備
　寒風沢地区防災集団移転促進事業 3,310
集落道や避難路の整備等による集落の防災機能の強化
　桂島地区漁業集落防災機能強化事業 19,300
　野々島地区漁業集落防災機能強化事業 27,800
漁港施設の復旧や施設用地嵩上げなど浅海養殖漁業の
基盤整備
　漁港施設災害復旧事業 292,442

放射能問題に対する取り組み４

浦戸地区の復興５

▶
　平成29年秋の
完成を予定して
いる新魚市場整
備事業

藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業藤倉藤倉藤倉藤倉倉倉倉倉倉倉倉藤倉藤倉倉倉二倉倉倉倉二倉二倉二倉倉倉二倉倉二倉藤倉倉二倉二倉二倉二二二二倉二二二二二二二二二二二丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁倉二倉二倉二二二二倉二倉二倉二倉二二二倉二二二二丁丁二二二二二二二丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁目丁丁目丁丁丁丁丁丁丁丁目地目地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区被被被被被被被被被災被災被災被災被被災被災災被災被災災災災災市市市市市市市市市市街市街市街市街市街地街地地地地地街地地地地地地地地地地地地復復復復復復復復復復復興土興土興土興土興土興土土興興土土興土興土興土興土土土興土興土興興興土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区地区地地地区画画整整整整理事整理整理事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業藤倉二丁目地区被災市街地復興土地区画整理事業

わ
か
り
ん

◀今月中に宅地の
引き渡しが完了し、
平成29年度末整
理完了予定です

高度衛生管理型荷さばき所整備事業高高高高高高度高度高度度衛度衛生生衛生生生生生生生生生生生生生生生生管生管生管生管管生管生管生管生生生管管生管理型理型型型荷型荷型荷荷荷荷荷さ荷荷荷荷ささささ荷さささささささささささささささささささささ荷ささばばきばばきばばきばばばばばばばきばばきばばばきばきばばばきばきききききききばきききききききき所き所き所所整整整整整備備備備整備事備事備事備事備事事事事事事事事事事事事事業業業業高度衛生管理型荷さばき所整備事業
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▶
　今年7月31日から開
催の総合文化祭の小倉
百人一首かるたは本市
が会場になっており、
昨年12月にリハーサル
大会を実施しました

▶
　今年で70周
年を迎える塩
みなと祭

▲海外の市場開拓の
ため、香港の市場調
査や商談会を開催し
ました

▲小中学校間での
｢学びの連続性｣を
確保するため、小中
教員の乗り入れ授
業や児童生徒の交
流授業を行います

塩竈みなと祭協賛会助成事業塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩竈竈塩竈み竈竈竈竈みみみみみみみみみみみみ竈みみみみみみみみみみみみみみみみみみなななななななななななななななななななななとととととととととととととととととととととと祭と祭と祭と祭と祭と祭祭と祭と祭とととと祭協協協協賛会賛会協賛会賛会会会会会会会賛会賛会賛会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成事助成事助成事成助成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業塩竈みなと祭協賛会助成事業第41回全国高等学校総合文化祭事業第第4第4第4第4第4444第4第44444444第4第444444444444444444441111111114111111 全回全回全回全全全全全全全回全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国全国全全全全全国高等高等高等高等高等等高等等等等等等等等学等等学等等等等等学等学学学等学学学等学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校総合校総合校総校校総総合総合総合総合合合総合合合合合総合総合総合総合合合合合合合合合総合合合合合合合文文文文文文文文文文文合合合合合合合合合合合合合合合合文文文文化文文文化文化文化文化文化文文化文文文化文文文文文化文化化化化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化文化化文化文化化文化祭祭化祭化祭化祭化祭祭祭化祭化化祭化化祭事事事事事事事事事業事業事業事事事第41回全国高等学校総合文化祭事業

塩竈水産品ICT化事業塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩竈水塩竈水塩竈水竈水水竈水竈水竈水水水水竈水水竈水竈竈水竈水竈水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産品産品品I品IICCCCCCICTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCTCCT化CT化CTCTTCTTTTCTCTTTTTTTTTTT化T化T化化T化T化T化T化T化T化T化T化T化T化T化T化化T化T化化化化化化化化化化事事事事事事事事事事事事業事業事事業事事事事塩竈水産品ICT化事業 小中一貫教育推進事業小中小小小小小小小小小小小小小小小中小小小中小小小中一中一中一小中一中一小中小中一小中小中一中一小中一中中一中一中小中一中一中一中一中一小中一中一中一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫教教教教教育教育教育教教育教育育育育推推推進進事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業小中一貫教育推進事業

★印は新規事業
(単位：万円)

子どもの医療費助成の対象を高校3年生まで拡大する
など、子育て世帯の経済的負担を軽減
★子ども医療費助成事業(拡大分) 9,742
★小学校入学準備支援事業 195

放課後の子どもが自主的に活動できる居場所づくりを
行うなど、放課後の保育環境を充実
★塩竈アフタースクール事業 2,299
★藤倉児童館および放課後児童クラブ指定管理運営事業 12,650

インフルエンザ予防接種助成の対象をすべての国民健
康保険被保険者に拡大し、健やかな暮らしを支援
★国保インフルエンザ予防接種助成事業 909

第6期高齢者福祉計画・介護保険事業計画に基づく、
高齢者への支援強化
　地域包括支援センター運営事業 5,184
　介護予防・日常生活支援総合事業 21,505

エレベーターの改修やガス管の更新を行い、市営住宅
の居住環境を向上
★市営住宅改修事業(エレベーター改修工事)  1,600
　市営住宅改修事業(ガス管更新工事) 550

だれもが安心して暮らせるまち１
新魚市場の高度衛生管理に対応するための整備支援
　電動フォークリフト導入支援事業 1,500
水産加工品の流通の効率化･販路拡大に向けた取り組みを継続
　塩竈水産品ICT化事業 1,000
今年70周年を迎える本市最大の祭り｢塩竈みなと祭｣
に対し、助成支援
　塩竈みなと祭協賛会助成事業 896
本町・南町地区におけるまちなか居住の推進などに
取り組み、中心市街地を活性化
★まちなか居住再生検討事業(本町･南町地区) 126
島民の暮らしを支える市営汽船の安定的・効率的な運
航体制を確立
★市営汽船新造船建造事業 14,775

塩竈独自の小中一貫教育を本格的に実施
★小中一貫教育推進事業  2,469
｢学びの支援センター｣や｢学びサポート教室｣の設置に
よる不登校傾向の児童生徒への支援
　塩竈市子どもの心のケアハウス運営事業 1,660
特別な支援を要する児童生徒の学習活動等を支援
　小中学校特別支援教育支援員設置事業 2,289
全国高等学校総合体育大会(少林寺拳法)および
総合文化祭(小倉百人一首かるた)の実施を支援
　平成29年度全国高等学校総合体育大会事業 468
★第41回全国高等学校総合文化祭事業 101
全国高等学校総合体育大会などの競技会場となる
塩釜ガス体育館等の設備改修
★塩竈市スポーツ施設整備事業 2,395

海･港と歴史を活かすまち２

夢と誇りを創るまち３

藻
し
お
姫

◀通所型サービスC
では、新しい仲間と
ともに3カ月間運動
を実施しています介護予防･日常生活支援総合事業介護予防･日常生活支援総合事業介護予防･日常生活支援総合事業介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護予介護予介介護予介護予介護予介護予介介護予介護予介介護予介介護予予予予予護予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防･･････････････････日日日日常常常生常生常生生生生常生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活生活生活生活生生生生生活生 支活活支支支支支支支支支支支支支援援支援援援総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合事合事合事合事合事合事合事合事合合事事事事事業事業事業事業業事事事事事介護予防･日常生活支援総合事業
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歳出

総務費：24億7,188万円
浦戸地区における地域おこし協力隊活用事業や、新ルート本
格運行のためのNEWしおナビ100円バス運行調査事業など
を計上

民生費：77億5,742万円
高校3年生まで対象を拡大する子ども医療費助成事業、放課
後の子どもが自主的な活動を行う塩竈アフタースクール事業、
認知症予防のための脳と身体の健康づくり事業などを計上

衛生費：16億9,153万円
健やかな妊娠･出産を支えるための妊婦健診事業や、不妊治
療の医療費を一部助成する特定不妊治療費助成事業などを計
上

土木費：62億463万円
中心市街地の復興を図る海岸通地区市街地再開発事業や、災
害公営住宅に付帯する共同施設や外構などの環境整備を行う
災害公営住宅整備事業など、復興に向けた各種事業費を計上

教育費：15億4,310万円
小中学校間での｢学びの連続性｣を確保するための小中一貫推
進事業や、不登校傾向の児童生徒の支援を行う塩竈市子ども
の心のケアハウス運営事業などを計上

災害復旧費：29億5,079万円
地震･津波で被災した市内道路や漁港の災害復旧費を計上

歳出の主な内容歳出の内訳 （構成比：％）

※一般会計歳出予算額を人口55,115人
　 (平成29年2月末現在)で割った金額

市民１人当たりに使うお金は
514,560 円
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継
続
、
認
知
症
予
防
の
た

め
の｢

脳
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
事
業｣

な

ど
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
暮
ら
し
の
復
興
や

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、
ハ
ー
ド
整
備
を

中
心
と
し
た
復
興
事
業
を
継
続
し
つ
つ
、

ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
と
し
た
復
興
事
業
へ

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

ま
ぐ
介

平成29年度一般会計予算
（うち、震災復旧関連予算88億2,610万円）
283億6,000万円

教育費(5.4%)
15億4,310万円

災害復旧費
(10.4%)
29億5,079万円

公債費(9.5%)
26億9,679万円

そのほか(10.7%)
30億4,386万円

総務費(8.7%)
24億7,188万円

民生費(27.4%)
77億5,742万円

土木費(21.9%)
62億463万円

衛生費(6.0%)
16億9,153万円

総務費 政策・人事、行
政の総合的運営
など

44,849円

衛生費 ごみ処理や健診
事業など

30,691円

教育費 学校教育や教育
施設の整備など

27,998円

公債費 借りたお金や利
子の返済など

48,930円

民生費 高齢者福祉、子
育て支援、生活
保護など

140,750円

土木費 公営住宅や道路
の整備など

112,576円

災害復旧費 道路、漁港の復
旧事業など

53,539円

その他 防災、商業振興、
水産業など

55,227円

283億6,000万円
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特
別
会
計
の
主
な
予
算
で
は…

交
通
事
業　

経
営
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
新
造
船
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、

３
億
４
，２
７
０
万
円
を
計
上

国
民
健
康
保
険
事
業　

被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
72
億
７
，３

９
０
万
円
を
計
上

魚
市
場
事
業　

新
魚
市
場
整
備
に
か
か
る
駐
車
場
ゲ
ー
ト
整
備
費
用
な
ど

に
よ
り
、
１
億
８
，１
４
０
万
円
を
計
上

下
水
道
事
業　

藤
倉
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
完
成
な
ど
に
よ
り
、
62
億
７
，７

２
０
万
円
を
計
上

介
護
保
険
事
業　

認
定
者
の
増
加
に
伴
う
介
護
給
付
費
と
し
て
、
53
億
２
，

４
４
０
万
円
を
計
上

区
画
整
理
事
業　

道
路
お
よ
び
宅
地
の
か
さ
上
げ
な
ど
に
よ
り
北
浜
地
区

で
４
億
６
，３
７
０
万
円
、
藤
倉
地
区
で
２
億
１
，３
８
０
万
円
を
計
上

予算総額552億4,577万円  (前年度比▲20.0％)

全会計予算総額(一般会計･特別会計･企業会計)

一般会計

特別会計

　交通事業

　国民健康保険事業

　魚市場事業

　下水道事業

　漁業集落排水事業

　公共用地先行取得事業

　介護保険事業

　後期高齢者医療事業

　

企業会計

　市立病院事業

　水道事業

　　　 合　　　計

283億6,000万円

209億8,750万円

3億4,270万円

72億7,390万円

1億8,140万円

62億7,720万円

2,890万円

1億4,260万円

53億2,440万円

7億3,890万円

4億6,370万円

2億1,380万円

58億9,827万円

30億2,687万円

28億7,140万円

552億4,577万円

△ 27.8

△ 11.1

77.3

△ 1.0

△ 29.6

△ 29.4

△ 79.3

△ 0.6

5.6

0.3

△ 6.3

△ 40.6

△ 4.2

△ 7.3

△ 0.8

△ 20.0

会計区分 予  算  額 前年比(%)

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額を記載しています
※端数処理の関係で、合計額が一致しない場合があります

市税：58億1,229万円
収納率の向上や、家屋の新増築の増による増収を見込んで計上
繰入金：44億7,194万円
復興事業や関連事業の財源として各種基金からの繰入金を計上（下水道事業に係る復興事業への繰出金や津波被災住宅再建
支援制度など）
地方交付税：70億6,290万円
国税を基に配分される普通交付税や、震災復旧・復興事業の地方負担分の財源として配分される震災復興特別交付税を計上
国県支出金：68億9,090万円
災害復旧事業に係る国庫補助金や、県の乳幼児医療費助成拡大に伴う県補助金などを計上
市債：15億9,010万円
普通交付税の振り替わりである臨時財政対策債や、市道・橋りょう整備を行うための地方債などを計上

歳入の主な内容

北浜地区復興
土地区画整理事業
藤倉地区復興
土地区画整理事業

歳入の内訳 （構成比：％）

歳入

市税(20.5%) 
58億1,229万円

諸収入(3.0%)
8億6,162万円

自主財源
(41.4%)
117億5,260万円

依存財源
(58.6%)
166億740万円

そのほか(5.9%)
16億7,025万円

地方交付税(24.9%)
70億6,290万円

国県支出金
(24.3%)
68億9,090万円

市債(5.6%)
15億9,010万円

繰入金(15.8%)
44億7,194万円

283億6,000万円

問 主な事業について　政策課企画係☎355-5631
　 予算について　　　財政課財政係☎355-5814
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